
 
 

  ［第６８６回 ラジオ大阪番組審議会議事録］ 
 
１．開 催 日 時   令和８年４月１５日（水） 午後 2 時 00 分～3 時 00 分 
 
２．開 催 場 所   ラジオ大阪 大会議室 
 
３．委 員 の 出 欠   委員の総数    5 名 
 
            出席の総数    5 名 
       

出席委員の氏名  成 瀬 國 晴  河 内 厚 郎 
鎌 田 雅 子  鳴 海   勝 
岸 本 佳 子 

   
   

放送事業者側出席者の氏名 
                    上 野 慶 子  志 知 直 哉 
                                  
       
４． 議   題 

 
 

１） 番組審議 『ラジオ大阪 国際女性デー1Day スペシャル～がんばる

私におまもりを～「ホッと、おまもりラジオ」』 

 

２） その他 

 

５．議 事 の 概 要   
   
   議題１）『ラジオ大阪 国際女性デー1Day スペシャル～がんばる私におまもりを～「ホ

ッと、おまもりラジオ」』について、番組の企画意図と内容を説明し、審

議に入った。 
 

社 側 
 
 
 
 

ラジオ大阪では 3月 20日、日々頑張る女性を主人公に特別企画を放送。

放送日を 3月 20 日に設定したのは、3月 8日が国際女性デーであることや海

外では 3月が女性史月間とされ、女性の活躍に目を向ける時期になっている

ことから決定しました。特別企画のテーマは「美・食・愛」。日々がんばる

女性に美・食・愛の 3面から今の生活をほんのひとさじプラスにするポジテ
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委 員 
 
 

ィブな情報を届けます。リスナーさんから募集したメッセージは「あなたが

元気になる心のおまもりを教えて下さい」です。この日は 360通余りのメッ

セージを頂きました。「こんな時は○○で乗り越えた・前を向くことができ

た」などです。リスナーさんの心のおまもりを生放送でご紹介し、ラジオで

共有しました。審議していただく内容は、2026年 3月 20日（金）に放送さ

れたものでお送りした音源は、7時間半の番組を編集の上・およそ 60分間に

まとめたものです。 

 

国際女性デーにちなんだ特別番組とのことで、特に印象に残っているのは、

「女性パーソナリティ座談会」だ。まずテーマを「健康」としたことがとて

もよかった。リスナーは、年齢も家族構成も仕事の有無もさまざまだと思う

が、そのだれもが関心のあるテーマだ。国際女性デー企画ではあるものの、

必要以上に「女性」を聴取者に押し付けることなく、さまざまな角度から女

性の抱える問題に切り込んでおり、いい企画だと思った。原田さんと和田さ

ん、2人のアナウンサーが加わることで、番組が引き締まり、深みが増した。

この番組を聞きながら、多くの女性たちと手をつないだような気分になっ

た。 

 

冒頭の若宮テイ子さんと原田アナウンサーの掛け合いは、熟年のコンビな

らではの安定感がありオープニングから楽しく聞いた。個性豊かな若宮さん

に対し、原田さんの的確なツッコミを入れることで、若宮さんのおもしろさ

がより際立っていた。発酵食品に関する話題も、美容や健康に関心が高い女

性層に興味が引きやすい内容であり、番組テーマとの親和性も高かった。赤

江さんのインタビューでは、赤江さんがなぜこの時代にあえて育児を中心と

した生活を選ばれて、家庭に入られた背景や今後の復帰への思いは、多くの

リスナーが関心を引く内容だと思うのでもっと踏み込んだ話を伺いたかっ

た。 

 

国際女性デーにちなんで、日々活躍している女性を取り上げるということ

で、女性出演者も多い中、男性の原田アナウンサーが非常に上手く番組にリ

ズムを作っていた。そしてメインは女性パーソナリティ 3人の座談会だ。3

人とも元気に活躍されているが、がんという大病を患っておられた事は全く

知らなかった。そんな姿を示すことで、闘病中のリスナーにも光を与えるよ

うな番組になったのではないか。リスナーからのメッセージもたくさん届い

たとのことで、リスナーの想いをたくさん紹介できてそれがよかった。 

 

3月 8日が国際女性デーであることから、日々頑張る女性を主人公にした

番組で、最初、かしましいお喋り番組というか、ちょっとうるさい気もした

が、内容は盛り沢山で、淀みなく喋るプロらしい番組であった。「発酵食」
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社 側 
 
 

についての話がいちばん興味深かった。酒粕や納豆・醤油・ナタデココ・チ

ョコレートなど、発酵食品を通じて大人がもう一度人生を豊かにする話にな

っていた。腐敗と発酵の違いは納得できた。毎日の中で小さな喜びに目をつ

ける話など、総じて「生き直し」をテーマにした話が印象に残った。 

 

座談会では女性が堂々と年齢を言える時代になったのだなと思った。だか

らこそ自分の病気のことも話すことができたのだと思う。そして、これだけ

活躍しているタレントやアナウンサーも病気で苦しい思いをしたりしてい

るとわかり、そういう面で評価できた。発酵の話は、原田、和田両アナウン

サーと専門家で進められ、興味深くゆっくりと聞くことができた。全体的に

この番組は 7時間 30 分ということで、制作側は大変であっただろうと想像

できた。国際女性デーの 1Dayスペシャル番組としての訴えかけはできたの

ではないか。 

 

貴重なご意見、ありがとうございました。    

         

以上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

６．審議会の答申又は改善意見に対してとった措置および年月日  
    な  し 
 

７．審議会の答申又は意見の概要を公表した場合におけるその公表内容・方法及び年月日 
 ・「番組審議会だより」  （第６８６回ラジオ大阪番組審議会議事録の要約） 

「ラジオ大阪番組審議会レポート」 内で放送 
   放送日  令和８年５月２４日（日）６時１０分～６時１５分 
  ・ 「番組審議会だより」   （第６８６回ラジオ大阪番組審議会議事録） 
      ラジオ大阪ホームページ（http://www.obc1314.co.jp）に掲載 
  ・ 番組審議会の議事録の原本は事務局立ち会いのもと閲覧に応じる。 
 
８．その他の参考事項 
       訂正放送または取り消しの放送の請求及び請求に対しての措置が無い旨を報告。 
 

以上 




